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第
七
十
三 

  
 

前 

夜 
   
 
 
 
 

一 
  

八
月
十
四
日
の
午
前
十
時
五
十
分
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
無
条
件
受

諾
が
決
ま
っ
た
。
そ
れ
は
皇
居
内
防
空
壕
で
開
か
れ
た
御
前
会
議
に

お
い
て
で
あ
っ
た
―
―
教
科
書
日
本
史
で
は
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。 

 

解
釈
の
次
第
に
よ
っ
て
は
、
日
中
戦
争
と
太
平
洋
戦
争
は
第
日
本

帝
国
の
判
断
で
終
結
し
た
か
に
読
め
な
い
こ
と
も
な
い
。
降
伏
を

「
無
条
件
受
諾
」、
敗
戦
を
「
終
戦
」
と
言
い
換
え
る
可
否
は
と
も

あ
れ
、
日
本
政
府
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
け
入
れ
た
の
で
戦
争
が
終

わ
っ
た
、
と
い
う
の
は
、
厳
密
に
は
違
っ
て
い
る
。 

 

争
い
ご
と
と
い
う
も
の
は
、
一
方
が
白
旗
を
掲
げ
た
だ
け
で
は
終

わ
ら
な
い
。
指
揮
官
が
発
し
た
「
撃
ち
方
止
め
」
の
号
令
一
下
、
全

軍
が
銃
火
を
鎮
め
る
の
は
中
世
的
騎
士
道
の
世
界
な
い
し
数
十
人
の

部
隊
の
話
で
あ
っ
て
、
近
代
戦
争
に
お
い
て
は
白
旗
も
ま
た
謀
略
の

一
つ
な
の
で
あ
る
。 

 

ま
し
て
双
方
が
国
力
の
す
べ
て
と
数
百
万
人
の
将
兵
を
繰
り
出
し

て
、
い
ま
現
在
も
広
大
な
中
国
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
、
太
平
洋
の

島
々
で
展
開
し
て
い
る
戦
争
を
終
結
さ
せ
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
手

続
き
が
必
要
だ
っ
た
。 

 

日
本
政
府
中
枢
で
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
無
条
件
受
諾
」
を
最
初
に

口
に
し
た
の
は
、
外
務
大
臣
・
東
郷
茂
徳
だ
っ
た
。
彼
は
ソ
連
を
仲

介
役
と
す
る
和
平
交
渉
に
一
縷
の
望
み
を
託
し
て
い
た
。
そ
の
交
渉

に
は
元
首
相
・
広
田
弘
毅
、
元
外
務
次
官
・
天
羽
英
二
な
ど
が
当
た

っ
て
い
た
。 

 

両
人
と
も
ソ
連
首
脳
と
人
脈
を
持
ち
、
か
つ
て
の
上
司
と
部
下
で

あ
る
。
満
州
を
め
ぐ
っ
て
日
ソ
間
に
複
雑
な
事
情
が
生
じ
つ
つ
あ
っ

た
と
き
、
阿
吽
の
呼
吸
で
緊
密
に
連
携
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
た
だ

し
こ
の
二
人
に
つ
い
て
は
、 

 

―
―
ソ
連
が
対
日
宣
戦
を
布
告
す
る
要
因
を
作
っ
た
。 

 

と
す
る
批
判
も
一
部
に
あ
る
。 

 

そ
れ
が
失
敗
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
現
地
時
間
八
月
八
日
、
ソ
連
が
日

ソ
中
立
条
約
を
破
棄
し
て
対
日
宣
戦
布
告
を
手
交
し
た
の
で
あ
る
。

東
郷
は
八
月
九
日
の
深
夜
三
時
、
至
急
電
で
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
。

一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。 

 
彼
は
「
無
条
件
受
諾
の
他
に
道
な
し
」
の
考
え
を
固
め
、
白
々
と

夜
が
明
け
る
の
を
待
っ
て
首
相
邸
の
ド
ア
を
叩
い
た
。 

 

こ
の
と
き
内
閣
総
理
大
臣
・
鈴
木
貫
太
郎
は
、
内
閣
書
記
長
官
・

迫
水
久
常
か
ら
広
島
に
投
下
さ
れ
た
の
が
原
子
爆
弾
で
あ
る
こ
と
、
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九
日
午
前
零
時
を
期
し
て
ソ
連
が
参
戦
し
た
こ
と
を
伝
え
ら
れ
て
い

た
。 

 
―
―
何
と
し
て
も
本
土
決
戦
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

と
い
う
東
郷
の
考
え
を
聞
い
て
、
鈴
木
は
言
っ
た
。 

 

「
こ
れ
は
、
こ
の
内
閣
で
結
末
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」 

 

同
日
午
前
十
時
三
十
分
、
皇
居
内
の
地
下
防
空
壕
で
最
高
戦
争
指

導
者
会
議
が
開
か
れ
た
。
枢
密
院
議
長
・
平
沼
騏
一
郎
が
加
わ
っ
て

い
た
。
こ
こ
で
初
め
て
「
戦
争
の
終
結
」
が
議
題
に
な
っ
た
。
す
な

わ
ち
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
如
何
で
あ
る
。 

 

枢
密
院
議
長
・
平
沼
、
外
務
大
臣
・
東
郷
、
海
軍
大
臣
・
米
内
光

政
が
賛
成
、
陸
軍
大
臣
・
阿
南
、
参
謀
総
長
・
梅
津
美
治
郎
、
軍
令

部
総
長
・
豊
田
副
武
が
継
続
を
主
張
し
、
首
相
鈴
木
は
態
度
を
保
留

し
た
。
こ
の
た
め
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。 

 

午
前
十
一
時
過
ぎ
、
長
崎
に
「
新
型
爆
弾
」
が
投
下
さ
れ
た
、
と

い
う
第
一
報
が
入
っ
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
て
鈴
木
は
、
午
後
一
時
か
ら
閣
議
を
招
集
し
た
。
席

上
、
鈴
木
は
軍
需
大
臣
・
豊
田
貞
次
郎
、
農
商
務
大
臣
・
石
黒
忠
篤
、

運
輸
大
臣
・
小
日
山
直
登
な
ど
に
、
物
資
の
面
か
ら
戦
争
継
続
が
可

能
か
ど
う
か
を
問
い
た
だ
し
た
。 

 

軍
需
産
業
は
壊
滅
状
態
、
農
産
物
は
生
産
が
低
迷
し
物
資
の
輸
送

は
ほ
と
ん
ど
止
ま
っ
て
い
た
。
改
め
て
確
認
す
る
必
要
も
な
い
こ
と

だ
っ
た
。
立
場
上
、
戦
争
の
継
続
を
主
張
せ
ざ
る
を
得
な
い
陸
相
・

阿
南
へ
の
配
慮
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

十
日
深
夜
午
後
零
時
過
ぎ
、
皇
居
御
文
庫
附
属
の
防
空
壕
で
御
前
会

議
が
開
か
れ
た
。
最
高
戦
争
指
導
者
会
議
の
六
人
と
枢
密
院
議
長
・

平
沼
、
こ
の
ほ
か
陸
・
海
両
省
事
務
局
長
、
内
閣
書
記
長
官
・
迫
水

久
常
、
内
閣
総
合
計
画
局
長
・
池
田
純
久
の
四
人
が
陪
席
し
た
。
時

計
の
針
が
十
日
に
進
ん
で
も
意
見
は
三
対
三
の
ま
ま
動
か
な
か
っ
た
。

首
相
・
鈴
木
は
こ
こ
で
も
意
見
を
示
さ
な
か
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
如
何
を
め
ぐ
る
政
府
・
軍
部
首
脳
の
会
議

が
長
引
い
て
い
る
さ
な
か
、
満
州
や
樺
太
で
は
阿
鼻
叫
喚
の
地
獄
絵

図
さ
な
が
ら
の
光
景
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。
ソ
連
政
府
が
対
日

宣
戦
を
布
告
し
た
直
後
、
九
日
午
前
零
時
を
期
し
て
満
州
と
樺
太
に

ソ
連
軍
機
械
化
部
隊
が
進
攻
し
た
。
こ
の
と
き
の
勢
力
は
戦
車
五
千

輌
、
航
空
機
五
千
機
、
火
砲
二
万
四
千
門
、
兵
員
百
七
十
四
万
以
上

の
規
模
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。 

 
日
本
の
関
東
軍
は
南
方
へ
兵
力
の
過
半
数
を
引
き
抜
か
れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
陸
軍
参
謀
本
部
は
急
遽
、
中
国
戦
線
か
ら
四
個
師
団
を
派

遣
し
て
七
十
四
万
人
の
兵
力
を
こ
れ
に
当
て
た
。
と
こ
ろ
が
ソ
連
軍

機
械
化
部
隊
に
対
抗
す
る
に
は
、
関
東
軍
の
装
備
は
あ
ま
り
に
も
お

粗
末
だ
っ
た
。 
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機
械
兵
器
は
短
砲
で
装
甲
が
薄
い
旧
式
戦
車
が
二
百
輌
、
航
空
機

は
二
百
機
、
火
砲
は
一
千
門
に
過
ぎ
ず
、
砲
弾
は
す
べ
て
を
か
き
集

め
て
も
千
二
百
発
し
か
な
か
っ
た
。
精
鋭
師
団
と
重
砲
師
団
を
南
方

に
転
出
さ
せ
た
た
め
、
関
東
軍
を
構
成
す
る
兵
員
の
半
数
以
上
は
三

十
代
後
半
の
新
徴
兵
だ
っ
た
し
、
銃
を
持
た
な
い
兵
士
（
事
務
方
や

整
備
・
補
給
班
）
が
十
万
人
も
い
た
。 

 

も
は
や
戦
い
に
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

関
東
軍
作
戦
司
令
部
は
は
じ
め
戦
車
部
隊
を
突
撃
さ
せ
た
が
、
い

と
も
簡
単
に
沈
黙
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
ソ
連
軍
戦
車
が
撃
ち
だ

す
砲
弾
一
発
で
日
本
軍
の
戦
車
は
宙
に
舞
っ
た
。
そ
こ
で
兵
士
が
地

雷
や
爆
弾
を
抱
え
て
ソ
連
軍
戦
車
に
突
入
・
自
爆
す
る
肉
弾
戦
を
展

開
し
た
。
本
土
か
ら
の
増
援
部
隊
が
到
着
す
る
ま
で
、
血
と
肉
の
代

償
を
も
っ
て
時
間
を
か
せ
ご
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

 

彼
ら
が
こ
の
よ
う
な
無
為
な
作
戦
を
講
じ
た
の
は
、
八
月
十
日
に

発
せ
ら
れ
た
陸
軍
大
臣
布
告
に
よ
っ
て
い
た
。 

  

全
軍
將
兵
ニ
告
ク
、「
ソ
聯
」
遂
ニ
皇
國
ニ
寇
ス
、
明
分
如
何
ニ

粉
飾
ス
ト
雖
モ
大
東
亞
ヲ
侵
掠
制
霸
セ
ン
ト
ス
ル
野
望
歴
然
タ
リ
、

事
茲
に
至
る
、
又
何
ヲ
カ
言
ハ
ン
、
斷
乎
神
州
護
持
ノ
聖
戰
ヲ
戰
ヒ

拔
カ
ン
ノ
ミ
。 

 

假
令
、
草
ヲ
喰
ミ
土
ヲ
噛
リ
野
ニ
伏
ス
ト
モ
斷
シ
テ
戰
フ
ト
コ
ロ

死
中
自
ラ
活
ア
ル
ヲ
信
ズ
、
是
即
チ
七
生
生
報
國
「
我
一
人
生
キ
テ

ア
リ
セ
ハ
」
テ
フ
楠
公
救
國
ノ
精
神
ナ
ル
ト
共
ニ
、
時
宗
ノ
「
莫
煩

惱
」「
驀
直
進
前
」
以
テ
醜
敵
ヲ
撃
滅
セ
ル
鬪
魂
ナ
リ
、
全
國
將
兵

宜
シ
ク
一
人
ヲ
餘
サ
ス
楠
公
精
神
ヲ
具
現
ス
ヘ
シ
、
而
シ
テ
又
時
宗

ノ
鬪
魂
ヲ
再
現
シ
テ
驕
敵
撃
滅
ニ
驀
直
進
前
ス
ヘ
シ
。 

  

そ
れ
は
空
し
い
布
告
だ
っ
た
。
近
代
兵
器
の
前
に
楠
正
成
、
北
條

時
宗
が
何
の
役
に
立
つ
と
い
う
の
か
。 

 

こ
の
布
告
を
発
し
た
と
き
、
陸
軍
参
謀
本
部
と
海
軍
軍
令
部
は
満

州
国
の
放
棄
を
決
定
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
援
軍
を
送
ろ
う
に
も
本

土
決
戦
の
た
め
の
兵
を
割
く
こ
と
は
な
ら
ず
、
物
資
も
な
く
、
輸
送

船
も
な
か
っ
た
。
ア
ッ
ツ
、
キ
ス
カ
、
サ
イ
パ
ン
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル

と
同
じ
だ
っ
た
。 

 

ソ
連
軍
は
怒
涛
の
勢
い
で
南
下
し
つ
つ
あ
っ
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

八
月
十
日
午
前
三
時
過
ぎ
、
鈴
木
首
相
が 

 
「
只
今
お
聞
き
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
と
ぞ
思
し
召
し
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
ま
せ
」 

 
と
発
言
し
、
天
皇
が 

 

「
自
分
の
意
見
は
、
外
務
大
臣
の
意
見
に
同
意
で
あ
る
」 

 

と
言
っ
た
。 
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こ
れ
に
よ
っ
て
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
無
条
件
受
諾
が
決
定
し
た
。 

 
引
き
続
い
て
開
か
れ
た
閣
議
で
問
答
が
あ
っ
た
。 

 
切
り
出
し
た
の
は
陸
相
・
阿
南
だ
っ
た
。 

 

―
―
米
英
が
天
皇
の
大
権
を
認
め
な
れ
ば
、
ど
う
な
る
の
か
。 

 

こ
の
質
問
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
っ
た
。 

 

一
つ
は
「
天
皇
の
名
に
お
い
て
戦
争
を
終
結
す
る
」
と
い
う
超
法

規
的
手
段
を
、
連
合
軍
政
府
が
正
規
の
外
交
手
続
き
と
し
て
認
め
る

か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

受
諾
後
も
天
皇
制
が
容
認
さ
れ
る
か
、
で
あ
る
。 

 

首
相
・
鈴
木
は
こ
の
と
き
、 

 

―
―
い
ず
れ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
う
な
れ
ば
戦
争
は
継
続
す

る
。 

 

と
回
答
し
、
海
相
・
米
内
も
鈴
木
と
同
じ
考
え
を
示
し
た
。 

 

こ
の
回
答
で
阿
南
は
沈
黙
し
た
。 

 

午
前
四
時
、
全
閣
僚
が
必
要
な
文
書
に
署
名
し
た
。
中
立
国
の
ス

イ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
向
け
て
、
そ
の
意
向
が
発
信
さ
れ
た
の
は

同
日
午
前
九
時
だ
っ
た
。 

 

午
前
九
時
三
十
分
、
阿
南
は
陸
軍
省
地
下
の
防
空
壕
に
同
省
各
課

の
長
を
集
め
、
無
条
件
降
伏
の
「
聖
断
」
が
下
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
。 

 

「
不
服
の
者
は
、
こ
の
阿
南
を
斬
れ
」 

 

と
言
っ
た
の
は
こ
の
と
き
と
も
、
八
月
十
四
日
に
ク
ー
デ
タ
ー
派

を
説
得
し
た
と
き
と
も
二
説
が
あ
っ
て
定
か
で
は
な
い
。 

 

陸
軍
参
謀
次
長
だ
っ
た
川
邊
虎
四
郎
は
、
こ
の
と
き
の
心
境
を
次

の
よ
う
に
日
記
に
書
い
た
。 

 

・
八
月
十
日 

 

た
だ
降
参
は
し
た
く
な
い
。
殺
さ
れ
て
も
参
っ
た
と
は
言
い
た
く

な
い
の
感
情
あ
る
の
み 

 

・
八
月
十
一
日 

終
日
部
屋
に
座
り
あ
り
。
気
の
ぬ
け
た
ビ
ー
ル
か
と
自
嘲
す
る
の
が

や
っ
と
の
こ
と 

  

連
合
軍
の
回
答
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
放
送
で
流
さ
れ
た
の
は
十

一
日
深
夜
（
時
計
の
上
で
は
十
二
日
零
時
四
十
五
分
）
だ
っ
た
。
外

務
省
、
陸
軍
省
、
海
軍
省
、
同
盟
通
信
な
ど
が
そ
れ
を
傍
受
し
た
。 

 

そ
の
中
の 

 

天
皇
お
よ
び
日
本
国
政
府
は
、
連
合
軍
司
令
官
に
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・

ト
ゥ
ー
（Subject to

）
す
る 

  
と
い
う
文
言
が
問
題
と
な
っ
た
。 

 

外
務
省
は
「Subject to

」
を
「
制
限
の
下
に
置
か
れ
る
」
と
解

釈
し
た
。 
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こ
れ
に
対
し
、
陸
軍
は
「
隷
属
す
る
」
と
翻
訳
し
た
。 

 
一
度
は
「
已
む
無
し
」
に
傾
い
た
陸
軍
の
内
部
に
、
戦
争
継
続
の

声
が
再
発
し
た
。 

 

ま
た
、 

 

日
本
国
の
最
後
の
政
治
形
態
は
、
国
民
の
自
由
に
表
現
さ
れ
た
意
志

に
よ
る
も
の
と
す 

  

と
い
う
条
項
に
平
沼
騏
一
郎
が
態
度
を
硬
化
さ
せ
た
。
国
民
主
権

と
い
う
概
念
が
な
か
っ
た
。 

 

明
け
て
十
二
日
午
前
八
時
、
外
務
大
臣
・
東
郷
は
宮
中
に
参
内
し
、

傍
受
し
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
放
送
の
内
容
を
天
皇
に
伝
奏
し
た
。 

 

二
十
分
後
、
今
度
は
陸
軍
参
謀
総
長
・
梅
津
と
海
軍
軍
令
部
総

長
・
豊
田
が
参
内
し
て
、 

 

「
こ
れ
を
受
諾
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
と
考
え
る
」 

 

と
い
う
旨
を
上
奏
し
た
。 

 

午
前
十
一
時
、
天
皇
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。 

 

―
―
先
方
の
回
答
の
ま
ま
で
よ
い
と
考
え
る
。
た
だ
ち
に
応
諾
す

る
よ
う
に
。 

 

午
後
三
時
か
ら
開
か
れ
た
緊
急
閣
議
で
は
、
国
体
（
天
皇
制
）
護

持
に
つ
い
て
連
合
国
に
再
度
照
会
す
べ
し
と
す
る
陸
軍
大
臣
・
阿
南

と
、
再
照
会
に
は
反
対
で
あ
る
と
す
る
外
務
大
臣
・
東
郷
の
意
見
が

対
立
し
た
。 

 

―
―
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
放
送
は
連
合
国
の
正
式
回
答
で
は
な
い

の
だ
か
ら
、
再
照
会
す
る
必
要
は
な
い
。 

 

と
い
う
意
見
が
通
っ
た
。 

 

十
三
日
未
明
、
ス
イ
ス
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
連
合
国
政
府
の
正

式
回
答
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
天
皇
制
の
存
続
を
間
接
的
に
承
認
す
る

内
容
だ
っ
た
が
、
解
釈
に
幅
が
あ
っ
た
。
午
前
九
時
か
ら
開
か
れ
た

最
高
戦
争
指
導
者
会
議
で
も
、
連
合
国
の
正
式
回
答
の
解
釈
を
め
ぐ

っ
て
意
見
が
対
立
し
た
。 

 

午
後
三
時
に
い
っ
た
ん
中
断
し
、
午
後
四
時
か
ら
閣
議
が
持
た
れ

た
。
こ
こ
で
も
「
応
諾
」
の
結
論
は
出
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
日
は
終
日
に
わ
た
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
機
動
部
隊
の
爆
撃
機
と

戦
闘
機
が
東
京
と
関
東
地
方
に
飛
来
し
て
激
し
い
攻
撃
を
行
っ
た
。

そ
の
数
七
百
六
十
機
。 

 

―
―
否
か
応
か
。 

 

回
答
を
迫
る
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。 

  
 
 
 
 

四 
  

―
―
こ
の
ま
ま
で
は
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
「
応
諾
」
の
回
答
は

出
ま
い
。 

 

と
考
え
た
の
は
、
内
閣
書
記
長
官
の
迫
水
だ
っ
た
。
十
三
日
午
後
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の
時
点
で
、
す
で
に
陸
軍
の
一
部
強
硬
派
に
不
穏
な
動
き
が
あ
っ
た
。 

彼
を
動
か
し
た
の
は
、
深
夜
に
入
っ
て
朝
日
新
聞
の
記
者
が
問
い
合

わ
せ
て
き
た
こ
と
だ
っ
た
。 

 

「
こ
の
よ
う
な
内
容
の
号
外
を
出
せ
と
大
本
営
が
言
っ
て
き
た
が
、

承
知
し
て
い
る
か
」 

 

と
そ
の
記
者
は
言
っ
た
。 

 

「
何
の
こ
と
か
」 

 

迫
水
が
問
う
と
、
記
者
は
折
り
た
た
ん
だ
ガ
リ
版
刷
り
の
藁
半
紙

を
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
出
し
て
示
し
た
。
そ
れ
は
明
日
の
朝
刊
に
載
せ
る

よ
う
、
新
聞
社
に
配
ら
れ
た
記
事
原
稿
用
の
資
料
だ
っ
た
。 

 

そ
こ
に
は 

 

皇
軍
は
新
に
勅
命
を
拝
し
米
・
英
・
ソ
・
支
の
四
ヶ
国
連
合
軍
に
対

し
、
新
な
る
作
戦
行
動
を
開
始
せ
り 

  

と
あ
っ
た
。 

 

迫
水
は
そ
の
場
で
受
話
器
を
取
っ
た
。 

 

陸
相
・
阿
南
と
参
謀
総
長
・
梅
津
に
確
認
す
る
と
、
二
人
は
と
も

に
「
知
ら
な
い
」
と
い
う
返
事
だ
っ
た
。 

 

陸
軍
情
報
部
が
内
閣
を
無
視
し
て
勝
手
な
行
動
を
起
こ
そ
う
と
し

て
い
た
。
陸
軍
参
謀
本
部
の
佐
官
級
士
官
グ
ル
ー
プ
が
動
い
て
い
る

の
に
違
い
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
イ
タ
リ
ア
の
よ
う
に
内
戦
状
態
が
発

生
す
れ
ば
、
連
合
国
軍
と
ソ
連
軍
は
自
儘
に
日
本
本
土
を
蹂
躙
す
る

で
あ
ろ
う
。 

 

迫
水
は
東
久
邇
宮
が
ソ
連
の
軍
事
力
を
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
の

抑
止
力
に
利
用
す
る
た
め
、
工
作
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
承
知
し
て

い
た
。
そ
し
て
彼
は
ソ
連
に
下
る
こ
と
だ
け
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
た
。 

 

ソ
連
軍
が
本
土
に
迫
る
前
に
、
ア
メ
リ
カ
の
合
意
を
取
り
付
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

そ
こ
で
迫
水
は
深
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
首
相
・
鈴
木
に
相
談
し
た
。 

 

何
か
手
を
打
た
な
け
れ
ば
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
の
閣
議
決
定
が
無

効
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

 

鈴
木
は
し
ば
ら
く
黙
考
し
、 

 

―
―
天
皇
の
お
召
し
。 

 

と
い
う
言
葉
を
口
に
し
た
。 

 

超
法
規
の
非
常
措
置
で
あ
る
。 

 

翌
十
四
日
午
前
十
時
半
、
天
皇
が
改
め
て
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
」

を
明
示
し
た
。〝
聖
断
〞
に
は
こ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
。 

 
こ
の
裏
側
で
、
軍
部
に
よ
る
皇
統
護
持
作
戦
が
動
い
て
い
た
。 

 
一
つ
は
陸
軍
の
中
野
学
校
出
身
者
た
ち
だ
っ
た
。
天
皇
の
身
辺
に

最
悪
の
事
態
が
あ
れ
ば
決
起
し
て
ア
メ
リ
カ
将
校
を
暗
殺
し
、
伏
見

宮
家
を
推
戴
し
て
皇
統
を
護
持
す
る
全
国
的
は
地
下
組
織
を
編
成
す

る
準
備
を
進
め
て
い
た
。 
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立
案
し
た
の
は
少
佐
・
猪
俣
甚
弥
で
、
参
謀
本
部
課
長
の
大
佐
・

白
木
末
成
が
同
意
し
て
「
占
領
軍
監
視
地
下
組
織
計
画
書
」
を
策
定

し
た
。
こ
れ
に
従
っ
て
猪
俣
は
当
時
八
歳
の
北
白
川
宮
道
久
王
の
偽

戸
籍
を
作
り
、
新
潟
県
六
日
周
辺
に
隠
れ
家
を
探
し
た
が
天
皇
制
の

継
続
を
見
届
け
た
の
ち
新
津
で
逮
捕
さ
れ
た
。 

 

も
う
一
つ
は
海
軍
軍
令
部
だ
っ
た
。
中
野
学
校
に
や
や
遅
れ
て
計

画
が
策
定
さ
れ
、
八
月
十
七
日
、
軍
令
部
部
長
・
富
岡
定
俊
少
将
か

ら
源
田
實
に
指
示
が
出
さ
れ
た
。
源
田
は
長
崎
県
大
村
飛
行
場
に
飛

ん
で
紫
電
改
部
隊
の
精
鋭
か
ら
二
十
三
人
を
選
び
、
皇
族
を
匿
っ
て

皇
統
を
守
る
作
戦
を
伝
え
た
。 

 

対
象
と
し
た
の
は
陸
軍
と
同
じ
く
北
白
川
宮
道
久
王
、
秘
匿
場
所

は
最
初
は
五
家
荘
、
の
ち
宮
崎
県
の
杉
安
（
西
都
市
）
が
候
補
と
な

っ
た
。
こ
の
作
戦
も
天
皇
制
の
継
続
で
沙
汰
止
み
と
な
っ
た
が
、
源

田
が
同
志
を
東
郷
神
社
和
楽
殿
に
集
め
て
作
戦
の
終
了
を
告
げ
た
の

は
一
九
八
一
年
一
月
七
日
だ
っ
た
。 

 

北
白
川
宮
道
久
王
は
の
ち
皇
室
を
離
脱
し
て
「
北
白
川
道
久
」
と

名
乗
っ
た
。
一
九
六
〇
年
学
習
院
大
学
を
出
て
東
京
芝
浦
電
気
に
入

り
、
東
芝
国
際
交
流
財
団
専
務
、
の
ち
伊
勢
神
宮
大
宮
司
、
神
社
本

庁
統
理
な
ど
を
務
め
、
二
〇
一
八
年
に
没
し
た
。 
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〜 

 

東
郷
茂
徳 
と
う
ご
う
・
し
げ
の
り
／
１
８
８
２
〜
１
９
５
０
。
第
五
十
七

「
駆
け
引
き
」
補
注 

広
田
弘
毅 

ひ
ろ
た
・
こ
う
き
／
１
８
７
８
〜
１
９
４
８
。
福
岡
県
に
生
ま

れ
、
外
交
官
と
し
て
北
京
（
中
国
）、
ロ
ン
ド
ン
（
イ
ギ
リ
ス
）、
ワ
シ
ン
ト

ン
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）、
ハ
ー
グ
（
オ
ラ
ン
ダ
）、
モ
ス
ク
ワ
（
ソ
連
）
な

ど
を
転
任
し
た
。
一
九
三
三
年
斎
藤
実
内
閣
、
三
四
岡
田
啓
介
内
閣
で
外
務

大
臣
、
三
六
年
自
身
の
内
閣
で
外
務
大
臣
を
兼
務
し
た
。
三
七
年
第
一
次
近

衛
文
磨
内
閣
で
外
務
大
臣
に
起
用
さ
れ
、
第
二
次
大
戦
中
は
貴
族
院
議
員
、

内
閣
参
与
を
務
め
た
。
Ａ
級
戦
犯
と
し
て
逮
捕
さ
れ
、
極
東
軍
事
裁
判
で
死

刑
判
決
を
受
け
た
。 

天
羽
英
二 

あ
も
う
・
え
い
じ
／
１
８
８
７
〜
１
９
６
８
。
徳
島
県
に
生
ま

れ
一
九
一
二
年
東
京
高
等
商
業
（
の
ち
一
橋
大
学
）
を
出
て
外
務
省
に
入
っ

た
。
広
東
、
ハ
ル
ビ
ン
総
領
事
の
の
ち
在
モ
ス
ク
ワ
日
本
大
使
館
参
事
官
と

な
り
三
三
年
広
田
弘
毅
外
相
の
下
で
外
務
省
情
報
部
長
。
三
九
年
イ
タ
リ
ア

大
使
の
の
ち
四
一
年
豊
田
貞
次
郎
外
相
の
下
で
外
務
次
官
、
四
三
年
情
報
局

総
裁
。終
戦
後
Ａ
級
戦
犯
に
指
名
さ
れ
た
が
不
起
訴
と
な
っ
た
。東
芝
常
務
、

日
本
サ
ン
・
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
社
長
・
会
長
を
務
め
た
天
羽
浩
平
の
父

に
当
た
る
。 

鈴
木
貫
太
郎 

す
ず
き
・
か
ん
た
ろ
う
／
１
８
６
８
〜
１
９
４
８
。
海
軍
次

官
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
、
海
軍
軍
令
部
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
予
備
役
編

入
後
に
侍
従
長
と
枢
密
顧
問
官
を
兼
任
し
た
。
枢
密
院
副
議
長
、
議
長
を
務

め
た
あ
と
、
小
磯
國
昭
の
後
任
と
し
て
第
四
十
二
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任

し
た
。
江
戸
時
代
生
ま
れ
の
最
後
の
総
理
大
臣
。
日
本
映
画
社
製
作
の
報
道

映
画
『
日
本
ニ
ュ
ー
ス
』
戦
後
編
第
三
十
一
号
（
一
九
四
六
年
八
月
十
五
日

付
）
で
「
わ
れ
は
敗
軍
の
将
で
あ
る
。
た
だ
い
ま
郷
里
に
帰
っ
て
、
畑
を
相

手
に
い
た
し
て
生
活
し
て
お
り
ま
す
」
と
語
っ
た
。 

迫
水
久
常 

さ
こ
み
ず
・
ひ
さ
つ
ね
／
１
９
０
２
〜
１
９
７
７
。
鹿
児
島
県

に
生
ま
れ
一
九
二
六
年
東
京
帝
国
大
学
を
出
て
大
蔵
省
に
入
っ
た
。
岡
田
啓

介
の
娘
と
結
婚
し
て
そ
の
秘
書
官
と
な
り
、
四
一
年
企
画
院
に
出
向
し
た
。

鈴
木
貫
太
郎
内
閣
で
内
閣
書
記
官
長
兼
綜
合
計
画
局
長
官
と
し
て
終
戦
工
作

に
尽
力
し
た
。
五
二
年
衆
院
議
員
、
の
ち
参
院
に
転
じ
第
一
次
・
二
次
池
田

勇
人
内
閣
で
経
済
企
画
庁
長
官
を
務
め
た
。 

平
沼
騏
一
郎 

ひ
ら
ぬ
ま
・
き
い
ち
ろ
う
／
１
８
６
７
〜
１
９
５
２
。
第
五

十
三
「
大
陸
」
補
注 

阿
南
惟
幾 

あ
な
み
・
こ
れ
ち
か
／
１
８
８
７
〜
１
９
４
５
。
東
京
に
生
ま

れ
一
九
一
八
年
陸
軍
士
官
学
校
を
出
た
。二
二
年
サ
ハ
リ
ン
州
派
遣
軍
参
謀
、

二
九
年
侍
従
武
官
、三
三
年
歩
兵
第
二
連
隊
長
、三
六
年
陸
軍
省
兵
務
局
長
、

三
七
年
人
事
局
長
、
三
八
年
第
一
〇
九
師
団
長
、
三
九
年
陸
軍
省
次
官
、
四

三
年
大
将
に
進
み
四
五
年
陸
相
。
統
制
派
と
皇
道
派
の
派
閥
争
い
に
際
し
て

「
軍
人
は
政
治
に
口
出
し
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
信
念
で
中
立
を
維
持

し
た
。
東
条
英
機
の
後
任
首
相
に
推
す
声
も
あ
っ
た
。
侍
従
武
官
の
と
き
侍

従
長
だ
っ
た
鈴
木
貫
太
郎
と
知
り
合
い
、「
軍
人
は
政
治
に
関
わ
る
べ
き
で
は

な
い
」
を
学
ぶ
と
と
も
に
鈴
木
に
心
酔
し
た
と
い
わ
れ
る
。 

梅
津
美
治
郎 

う
め
づ
・
よ
し
じ
ろ
う
／
１
８
８
２
〜
１
９
４
９
。
大
分
県

に
生
ま
れ
陸
軍
士
官
学
校
十
五
期
、
の
ち
陸
軍
大
学
校
を
出
て
ド
イ
ツ
、
デ

ン
マ
ー
ク
、
ス
イ
ス
な
ど
に
駐
在
し
た
。
二
八
年
陸
軍
省
軍
務
課
長
、
歩
兵

第
一
旅
団
長
、
参
謀
本
部
総
務
部
長
な
ど
を
経
て
三
四
年
支
那
駐
屯
軍
司
令

官
、三
六
年
陸
軍
次
官
、三
八
年
第
一
軍
司
令
官
、三
九
年
関
東
軍
司
令
官
、

四
〇
年
大
将
に
進
み
四
四
年
参
謀
総
長
。
終
戦
後
Ａ
級
戦
犯
と
し
て
逮
捕
、
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終
身
刑
を
受
け
獄
中
で
病
死
し
た
。 

豊
田
副
武 

と
よ
だ
・
そ
え
む
／
１
８
８
５
〜
１
９
５
７
。
大
分
県
に
生
ま

れ
海
軍
大
学
校
卒
後
一
九
一
九
年
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
駐
在
し
た
。
三
三
年
連

合
艦
隊
参
謀
長
、
第
四
・
第
二
艦
隊
司
令
官
を
経
て
四
一
年
大
将
に
進
み
、

連
合
艦
隊
司
令
長
官
。
終
戦
時
は
海
軍
総
隊
長
官
、
軍
令
部
総
長
。 

豊
田
貞
次
郎 
と
よ
だ
・
て
い
じ
ろ
う
／
１
８
８
５
〜
１
９
６
１
。
第
五
十

六
「
東
亜
新
秩
序
」
補
注 

石
黒
忠
篤 

い
し
ぐ
ろ
・
た
だ
あ
つ
／
１
８
８
４
〜
１
９
６
０
。
東
京
に
生

ま
れ
一
九
〇
八
年
東
京
帝
国
大
学
を
出
て
農
商
務
省
に
入
っ
た
。
三
一
年
農

林
次
官
、
四
〇
年
第
二
次
近
衛
文
麿
内
閣
で
農
林
相
、
四
五
年
鈴
木
貫
太
郎

内
閣
で
農
商
相
。五
二
年
参
院
議
員
と
な
り
一
貫
し
て
農
政
に
か
か
わ
っ
た
。 

小
日
山
直
登 

こ
ひ
や
ま
・
な
お
と
／
１
８
８
６
〜
１
９
４
９
。
福
島
県
に

生
ま
れ
一
九
一
二
年
東
京
帝
国
大
学
を
出
て
南
満
州
鉄
道
に
入
っ
た
。
三
七

年
昭
和
製
鋼
所
社
長
、
三
八
年
満
州
重
工
業
開
発
理
事
を
兼
務
し
四
三
年
満

鉄
総
裁
に
就
任
し
た
。
鈴
木
貫
太
郎
内
閣
で
運
輸
通
信
相
、
の
ち
運
輸
相
と

な
り
東
久
邇
内
閣
で
も
運
輸
相
を
務
め
た
。 

皇
居
御
文
庫
附
属
の
防
空
壕 

正
確
に
は
「
御
文
庫
附
属
庫
」
と
い
っ
た
。

地
下
十
メ
ー
ト
ル
に
あ
っ
て
、
十
五
坪
ほ
ど
の
部
屋
だ
っ
た
。
天
皇
・
皇
后

の
寝
室
・
居
間
か
ら
地
下
道
で
つ
な
が
っ
て
い
た
。 

関
東
軍
七
十
四
万
人 

こ
の
な
か
に
は
居
留
民
十
五
万
人
、
在
郷
軍
人
二
十

五
万
人
が
含
ま
れ
て
い
た
。
制
式
の
陸
軍
兵
は
三
十
五
万
人
に
過
ぎ
ず
、
平

静
時
は
非
戦
闘
員
で
あ
っ
た
は
ず
の
民
間
人
が
戦
い
に
参
加
し
た
こ
と
が
、

満
州
の
悲
劇
を
広
げ
て
い
く
。 

旧
式
戦
車 

九
八
式
軽
戦
車
、
九
五
式
軽
戦
車
等
の
軽
戦
車
で
、
砲
身
が
短

い
た
め
砲
弾
が
敵
陣
に
届
か
ず
破
壊
力
も
弱
か
っ
た
。
ま
た
装
甲
が
薄
く
軟

弱
だ
っ
た
た
め
、
敵
の
砲
撃
に
あ
う
と
簡
単
に
破
壊
さ
れ
た
。
日
本
陸
軍
に

お
い
て
の
戦
車
は
歩
兵
部
隊
の
進
撃
を
支
援
す
る
補
助
的
な
役
割
し
か
与
え

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

川
邊
虎
四
郎 

か
わ
べ
・
と
ら
し
ろ
う
１
８
９
０
〜
１
９
６
０
。
富
山
県
に

生
ま
れ
、陸
軍
士
官
学
校
二
十
四
期
生
、の
ち
陸
軍
大
学
校
を
出
た
。ソ
連
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
駐
在
武
官
と
し
て
海
外
事
情
に
明
る
買
っ
た
。
関
東
軍
の
設
置

に
尽
力
し
た
が
満
州
事
変
を
境
に
関
東
軍
と
対
立
、
日
中
戦
争
に
関
し
て
は

不
拡
大
を
主
張
し
た
。
参
謀
本
部
戦
争
指
導
課
長
、
防
衛
相
参
謀
長
、
航
空

本
部
総
務
部
長
、
第
二
飛
行
師
団
長
、
第
二
航
空
軍
司
令
官
、
参
謀
次
長
な

ど
を
歴
任
し
た
。
対
米
戦
争
に
消
極
的
、
批
判
的
だ
っ
た
た
め
に
中
将
ま
で

し
か
昇
進
で
き
な
か
っ
た
。
終
戦
時
、
大
本
営
全
権
代
表
と
な
り
、
そ
の
後

は
連
合
軍
総
司
令
部
歴
史
課
に
属
し
た
。 

猪
俣
甚
弥 

い
の
ま
た
・
じ
ん
や
／
１
９
１
６
〜 

：
最
終
階
級
は
陸
軍
少

佐
だ
っ
た
。 

富
岡
定
俊 

と
み
お
か
・
さ
だ
と
し
／
１
８
９
７
〜
１
９
７
０
。
最
終
階
級

は
海
軍
少
将
。
戦
艦
「
大
和
」
の
海
上
特
攻
（
沖
縄
本
島
の
岸
辺
に
突
入
・

着
底
さ
せ
て
砲
台
と
す
る
）
作
戦
に
反
対
し
た
。
一
九
四
五
年
九
月
二
日
の

降
伏
文
書
調
印
式
に
随
員
と
し
て
参
加
し
た
。 
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